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1. はじめに

　西南日本の沈み込み帯で発生する深部低周波微動は，フィリピン海プレートの走向と平行な帯状の

領域内に分布する 1)が，必ずしも帯状領域内で一様に分布するのではなく，いくつかの集中発生域が

存在する 2)．そのうち，四国西部周辺では活発な深部低周波微動活動に同期して短期的なスロースリッ

プイベントが発生していることが既に明らかにされた 3) 4)が，他地域においても同様の現象が検出さ

ている．本稿では、このようなスロースリップを伴った深部低周波微動の最近（2004年 11-12月）の

活動状況について紹介する。

２．愛知県及び紀伊半島北部

　愛知県と紀伊半島北部に発生する微動は、しばしば短期間のうちに相次いで発生する。2004年で

は、1月及び 11月から 12月にかけての 2回、愛知県側で微動が発生してから約１週間後に、紀伊半

島北部で活発化した事例が認められた（第１，２図）。このとき紀伊半島側で発生した微動は、から南

へ移動するとともに、短期的スロースリップによる傾斜変動を伴った 5）。さらに、12月中旬には愛

知県内で微動が再び活発化し、その微動の活発化に伴った短期的スロースリップによると思われる傾

斜変動が、複数の観測点で観測された。愛知県内では、2000年から継続する長期的スロースリップ 6)

が継続中であるが、四国西部や紀伊半島北部で顕著に見られるような短期的スロースリップが確認さ

れたのは、初めてである。

３．豊後水道・四国西部

　豊後水道から四国西部地域では，2001～ 2002年の２年間で計４回，約半年間隔で活動規模の大き

な微動が発生しているが，それに同期してスロースリップイベントも発生している 3) 4)．スマトラ西

方沖の大地震（日本時間で 12月 26日 10時頃）が発生した翌日の 2004年 12月 27日から愛媛県西部

の沿岸部で活発化した微動は、北東方向の内陸部及び南西方向の豊後水道側の両方向に移動した（第

３図）とともに傾斜ステップも観測されており、従来と同様の短期的スロースリップが発生したと考

えられる 5)。
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第１図　愛知県及び紀伊半島北部における 2004年 1月中３日間ごとの微動震央分布。赤丸が当該 3日間、灰色の丸がそれ以前の震央位置を表す。震央はエンベロープ相関法 1)によって
　　　　１分ごとに自動処理されたもの。
　Fig.1　Epicentral distribution of deep low-frequency tremor in Aichi prefecture and northern part of Kii peninsula for each three days in January, 2004. Red circles indicate the epicenters during the three
　　　　days, and gray dots indicate the previous activities. The epicenter is automatically estimated by envelope correlation method in each 1 minute1).
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第２図　愛知県及び紀伊半島北部における 2004年 11月 20日より１ヶ月間の微動震央分布。
　Fig.2　Epicentral distribution of deep low-frequency tremor in Aichi prefecture and northern part of Kii peninsula for each three days in November and December, 2004. Red circles indicate the epicenters 
　　　　during the three days, and gray dots indicate the previous activities. The epicenter is automatically estimated by envelope correlation method in each 1 minute1).
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第３図　四国西部における 2004年 12月 27日から 2005年 1月 1日までの 6日間の１日ごとの微動震央分布。赤丸が当該１日間、灰色の丸が 6日間全体での震央位置を表す。震央は
　　　　エンベロープ相関法 1)によって１分ごとに自動処理されたもの。
　Fig.3　Epicentral distribution of deep low-frequency tremor in the western part of Shikoku for each one day in December, 2004. Red circles indicate the epicenters during the day, and gray dots indicate 
　　　　the whole  activities. The epicenter is automatically estimated by envelope correlation method in each 1 minute1).
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